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移行期医療支援体制構築のガイド

【主な内容】
○移行期医療支援における各関係機関の役割
○各関係機関に必要な体制整備の内容

自律（自立）支援のガイド（コアガイド）

【主な内容】
○成長に伴い生じる個々の患者のニーズを満たすために必

要な一連の支援プロセス

移行期医療支援体制構築のためのガイドの構成（案）

疾患別ガイド

【主な内容】
○個々の疾患の特性を踏まえた患者に対する医療支援の

方法。
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都道府県における移行期医療支援体制のイメージ（案）

小児期の医療機関
紹介・逆紹介・コンサルト・
合同カンファレンスの開催等 成人期の医療機関

移行期医療支援センター（仮称）

設置

相談、問い合わせ、
成人期の医療機関の紹介等

相談、問い合わせ、

都道府県内の医療機関情報
の把握等

移行期医療支援コーディネーター（仮称）

役割
・成人期の小児慢性疾患の患者に対応可能な医

療機関の情報を把握・公表
・小児期の医療機関と成人期の診療科・医療機

関の連絡調整・連携支援
・患者自律（自立）支援を円滑に進めるための必

要な支援

具体的な取組内容
・連絡体制の整備
・相談受付体制の整備
・在宅介護や緊急時の受入れ先の確保の支援
・各医療機関の自律（自立）支援の取組の支援
・小児慢性特定疾病児童等自立支援員との連携
・移行期医療支援の進捗状況の評価、改善策の

検討

役割
・移行期医療支援につなげる
・必要に応じて、成人後も患者を診療

具体的な取組内容
・成人診療科・医療機関との協力による、患者にとって最

も良い移行期医療の提供
・移行期医療支援の必要な患者に自律（自立）を促す取組
・移行期医療支援センター（仮称）の実施する進捗状況の

把握に係る調査等に協力

役割
・必要に応じて、小児慢性疾患の患者に対する成人期診療の提供

具体的な取組内容
・小児診療科・医療機関との協力による、患者にとって最も良い移行期

医療の提供
・総合的に患者を診療する機能を有する診療部門に相談できる体制

の整備
・必要に応じて、産婦人科、精神科、心療内科に相談できる体制の整備
・移行期医療支援の必要な患者に自律（自立）を促す取組

・移行期医療支援センター（仮称）の実施する進捗状況の把握に係る
調査等に協力。

都道府県

患者

※上記の支援体制を構築するにあたり、慢性疾病児童等
地域支援協議会等を活用することも差し支えない。 2



医療従事者が行う移行期医療支援に資するガイド（案）

Generic Core Guide（コアガイド）

子どもから大人への成長に伴う個々人のニーズを満たすために必要な一連の
支援プロセスについてのガイド

＝すべての患児の成長発達支援に必要

患者が自律（自立）した健康管理スキルを習得し、治療を中断することなく
新しい医療提供者との関係を構築するための系統化された移行支援プロセス
についてのガイド

＝特に成人期以降も医療支援が必要な慢性疾患患者の移行期医療支援に必要

Diseases Specific Guide（疾患別ガイド）

個々の慢性疾病を有して成長していく患者の医療支援のための疾患特異的な
ガイド

※長期フォローアップ研究の成果を踏まえ、若年・成人期・生涯の臨床医学
の確立を目指し、改訂していく必要がある。

平成29年７月5日 第49回難病対策委員会・第19回小

児慢性特定疾患児の支援の在り方専門委員会合同委
員会 資料２より（一部改変）
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米国のGeneric Core Guide（コアガイド）の構成

○移行期医療とは
○主要６要素※とは
※ １.移行ポリシー、２.移行の追跡とモニタリング、３.移行準備、４.移行計画、５.成人診療科への移行、

６.移行の完了

○推奨される移行期医療のタイムライン
○どのように主要６要素を実施すればよいか
○主要６要素実施において自らの成長はどのように評価できるか
○移行プロセスに対する患者の満足度をどのように評価し、どのように移行プロ

セスを改善できるか

○小児診療医から成人診療医への移行
（全31ページ、目次、評価用紙、計画書、サマリ、チェックリスト等を含む）

○医療者が変わらない成人医療への取組と移行
（全24ページ、目次、評価用紙、計画書、サマリ等を含む）

○患者の成人診療科への一本化
（全26ページ、目次、評価用紙、計画書、サマリ等を含む）

総論

パターン別コアガイド
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疾患別ガイドの例

○外科疾患を有する児の成人期
移行についてのガイドブック

（日本小児外科学会トランジション
検討委員会）

１、疾患名および病態
２、一般的な治療戦略
３、合併症、後遺障害とその対応
４、社会支援
５、移行期、成人期の問題点

○思春期・青年期の患者のため
のCKD診療ガイド

（日本腎臓学会、日本小児腎臓病学会）

１、移行医療の概念・定義
２、移行プログラム
３、思春期・青年期の腎臓病：診

断・治療・管理
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○移行期医療の提供体制の方向性、整
備が必要な具体的な体制、連携方法等。

小児期の医療機関 成人期の医療機関

都道府県

○成長に伴い生じる個々の患者のニーズ
を満たすために必要な一連の支援プロ
セス。

都道府県向けガイド

自律（自立）支援のガイド（コアガイド）

医療体制整備

医療従事者間の
連携の推進

移行期医療支援体制の構築に係るガイド（案）

移行期医療支援センター（仮称）

患者

○個々の疾患の特性を踏まえた患者に
対する医療支援の方法。

疾患別ガイド

移行支援における課題
○医療体制整備
○自律的な患者を育てる自律（自立）支援
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